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The purpose of this study was to examine influences of intercultural contacts of
 
modern young people by measuring attitudes towards their own country and others,
motivations and satisfactions of friendships. Intercultural contacts were classified
 
into existence of emigrant relatives, foreign friends, foreign classmates, and foreign
 
neighborhoods. Results showed that intercultural contacts promote the relationship and
 
understanding,lower motivations of friendships,and heighten satisfactions of friendships.
Intercultural contacts and communication activate the conscious consideration, and
 
receptive attitudes toward different cultures are influenced positively acquirement of
 
identity and amendment of stereotype. On the other side, it is showed that receptive
 
attitudes toward different cultures and satisfactions of friendships are influenced by
 
ambivalent stereotype.














































































































































































































































































































































































































































９．他の民族の文化をもっとよく知りたい。 0.76－0.07 0.04 0.06
３．異なる民族の人びとともっと深く付き合いたい。 0.71－0.04 0.07 0.13
18．日本は諸外国から学ぶことが多い。 0.71 0.14－0.13－0.24
22．外国の文化を積極的に取り入れることは、日本にとって良いことである。 0.64－0.11 0.09 0.14
13．外国の人とは、文化が違ってはじめは分かり合えなくても、あきらめずに
分かり合えるまで努力したい。 0.61 0.10－0.07 0.26
12．日本の文化と外国の文化の両方を同じように尊重していかなければなら




15．私は、日本という国が好きだ。 0.00 0.77－0.18 0.03
10．生まれ変わるとしたら、また日本人に生まれたい。 －0.22 0.57 0.02 0.09
25．物価の安い外国で暮らすより、少々高くても日本に暮らしたい。 －0.04 0.53 0.17 0.03
１．日本は世界で一番良い国である。 －0.10 0.47 0.19 0.11
24．日本人は優れた民族である。 0.13 0.44 0.35－0.02
20．外国の人が日本で働く場合には、特定の職種に限定するほうがよい。 －0.03－0.05 0.71 0.13
23．外国の人の住む地域を限定したほうが、社会の秩序を保てると思う。 －0.05 0.05 0.69 0.17
14．日本の会社では、外国の人を管理職にしないほうがうまくいくと思う。 0.46－0.07 0.57 0.00
11．日本が戦後驚くほどの経済成長をとげたのは、国民が優秀だからだ。 0.06 0.18 0.51 0.05
７．長く日本に住んでいても、外国の人には日本人と同じ権利がないのは仕方
がない。 －0.07 0.12 0.49－0.23
４．海外援助をするなら、日本の利益にならないような援助はすべきではない。－0.03－0.13 0.46－0.36
２．日本の利益にならなくても、苦しんでいる国々にはすすんで富を分けるべ













がし た引も ん住んくの条件がよ さても外国の人らっ越すな で、 るいく他
。よう 域は避な たいけ地
日本 済力をの してもよ外経 に対して日本はもっと強く発考えれば、 言国
。い





























積極的関与 愛国心 外国人拒否 異文化援助 計
平均値 4.05 3.73 2.78 3.89 3.61
接触あり
(SD) (0.66) (0.74) (0.71) (0.96) (0.92)
平均値 3.88 3.78 2.80 3.92 3.59
接触なし
(SD) (0.63) (0.69) (0.50) (0.77) (0.80)
平均値 3.97 3.76 2.79 3.91 3.60
計
(SD) (0.65) (0.72) (0.63) (0.88) (0.87)
表３ 異文化接触の種類による自国と外国への態度尺度平均
因 子
積極的関与 愛国心 外国人拒否 異文化援助 計
平均値 3.94 3.68 2.88 3.75 3.56親族移民
あり (SD) (0.64) (0.76) (0.79) (1.13) (0.94)
平均値 3.92 3.79 2.78 3.94 3.61親族移民
なし (SD) (0.66) (0.72) (0.61) (0.85) (0.86)
平均値 4.23 3.71 2.71 3.96 3.65外国籍友人
あり (SD) (0.56) (0.75) (0.73) (0.81) (0.92)
平均値 3.84 3.80 2.81 3.90 3.59外国籍友人
なし (SD) (0.65) (0.71) (0.6) (0.9) (0.85)
平均値 3.95 3.82 2.84 3.91 3.63外国籍
同クラスあり (SD) (0.67) (0.77) (0.73) (0.93) (0.9)
平均値 3.90 3.75 2.76 3.92 3.58外国籍
同クラスなし (SD) (0.64) (0.69) (0.55) (0.85) (0.84)
平均値 4.08 3.71 2.69 3.96 3.61外国籍
近隣住民あり (SD) (0.67) (0.7) (0.67) (0.95) (0.93)
平均値 3.89 3.79 2.81 3.91 3.60外国籍



























外的 取り入れ 同一化 内発 計
平均値 2.83 3.62 4.30 4.56 3.83
接触あり
(SD) (0.65) (0.78) (0.64) (0.55) (0.94)
平均値 2.86 3.78 4.27 4.55 3.86
接触なし
(SD) (0.67) (0.72) (0.66) (0.56) (0.92)
平均値 2.84 3.69 4.29 4.56 3.84
計
(SD) (0.65) (0.76) (0.65) (0.56) (0.93)
表５ 異文化接触の種類による友人関係への動機づけ尺度平均
因 子
外的 取り入れ 同一化 内発 計
平均値 2.76 3.63 4.15 4.49 3.76親族移民
あり (SD) (0.64) (0.82) (0.81) (0.57) (0.97)
平均値 2.85 3.70 4.30 4.57 3.85親族移民
なし (SD) (0.66) (0.75) (0.63) (0.56) (0.93)
平均値 2.79 3.51 4.28 4.54 3.78外国籍友人
あり (SD) (0.64) (0.83) (0.68) (0.61) (0.98)
平均値 2.86 3.74 4.29 4.57 3.86外国籍友人
なし (SD) (0.66) (0.73) (0.64) (0.55) (0.92)
平均値 2.80 3.61 4.28 4.54 3.81外国籍
同クラスあり (SD) (0.64) (0.79) (0.66) (0.56) (0.95)
平均値 2.87 3.74 4.29 4.57 3.87外国籍
同クラスなし (SD) (0.66) (0.73) (0.65) (0.56) (0.92)
平均値 2.76 3.54 4.19 4.49 3.74外国籍
近隣住民あり (SD) (0.66) (0.79) (0.55) (0.56) (0.93)
平均値 2.86 3.72 4.30 4.57 3.86外国籍






























































ら の 好 意
友人からの
支持 計
平均値 3.76 3.67 4.17 4.31 2.66 3.55 3.69
接触あり
(SD) (0.87) (0.81) (0.96) (0.91) (0.87) (0.88) (1.03)
平均値 3.83 3.72 4.18 4.27 2.81 3.52 3.72
接触なし
(SD) (0.72) (0.72) (0.89) (0.9) (0.79) (0.78) (0.94)
平均値 3.79 3.69 4.17 4.29 2.72 3.54 3.7
計




































ら の 好 意
友人からの
支持 計
平均値 3.61 3.72 4.06 4.31 2.58 3.58 3.64
親族移民
あり
(SD) (1.02) (0.88) (0.98) (0.86) (0.84) (0.81) (1.04)
平均値 3.81 3.69 4.19 4.29 2.74 3.54 3.71
親族移民
なし
(SD) (0.78) (0.76) (0.93) (0.91) (0.84) (0.84) (0.98)
平均値 3.93 3.83 4.13 4.32 2.72 3.65 3.76
外国籍友人
あり
(SD) (0.83) (0.78) (1.11) (1.00) (0.86) (0.92) (1.05)
平均値 3.75 3.65 4.18 4.29 2.72 3.51 3.69
外国籍友人
なし
(SD) (0.80) (0.76) (0.88) (0.87) (0.84) (0.81) (0.97)
平均値 3.73 3.65 4.13 4.27 2.69 3.49 3.66
外国籍同
クラスあり
(SD) (0.86) (0.80) (0.96) (0.92) (0.86) (0.84) (1.01)
平均値 3.83 3.72 4.2 4.31 2.74 3.58 3.73
外国籍同
クラスなし
(SD) (0.77) (0.75) (0.91) (0.89) (0.83) (0.83) (0.98)
平均値 3.54 3.67 4.06 4.37 2.56 3.46 3.61
外国籍近隣
住民あり
(SD) (0.87) (0.71) (1.02) (0.82) (0.83) (0.94) (1.03)
平均値 3.84 3.7 4.19 4.28 2.75 3.55 3.72
外国籍近隣
住民なし
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